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実ガス試験センター構想
－CO2分離素材開発のための標準評価法の確立、センター整備－

ＣＯ₂分離回収市場において産業競争力を強化しシェアを拡大するためには、分離素材の中立かつ公

平な評価を可能にする標準評価法と設備が必要と考えます。そのためにＲＩＴＥに低圧・低濃度排ガス
（大気圧、ＣＯ₂濃度１０%以下）を対象とした実ガス試験センターを新設し、実際の燃焼排ガスを用いた３
種類（化学吸収法、吸着法、膜分離法）のＣＯ₂分離回収試験設備を整備します。

実ガス試験センター全体構想

※この資料は、新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）のプロジェクトの成果を基に作成しています。

NEDO委託事業「グリーンイノベーション基金事業／CO2 の分離回収等技術開発

／低圧・低濃度 CO2 分離回収の低コスト化技術開発・実証

／CO2 分離素材の 標準評価共通基盤の確立」

標準評価法 国際情報の収集と発信

✓整備された共通設備による素材開発側の研究障壁の低下

✓プロセス開発側での多数の革新素材候補に対するスクリーニング負担の軽減

標準ガス（ガスボンベを用いた成分調整）
実ガス（都市ガスを燃料とするパッケージボイ
ラから排出されるガス（成分調整を含む））

基礎特性用の純ガス
（ボンベのCO2＋N2）

サイトごとの実ガス
（分離回収適用システムの排

ガス等）

評価スケール
（tCO2/day）
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エンジニアリング
会社側のニーズ

1.基礎的な共通試験

2.耐久性・劣化試験

新素材開発者 エンジ会社

•他の分離素材に対してどこをアピールすべき？
•どこで強みを発揮できる？
•そのためにはどんなデータが必要？
•契約前の情報開示は避けたい…

•どんな条件で試験したか詳細不明…
•売込に来られてもどこまで信用できる？
•秘匿情報が多すぎて判断できない
•初期は良くても劣化してしまうのでは？

仲介

•標準評価法に基づく基礎特性
•加速劣化試験による時間短縮
•プロセスシミュレーションでシステム評価
•IPを保護しつつ、必要なデータの開示

課題・長所など
のフィードバック
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ﾉﾙｳｪｰ TCM
天然ｶﾞｽ火力
･石油精製

英国
UKCCSRC PACT

各種燃焼排ガス

豪州
PCC@CSIRO
石炭燃焼排ガス

米国
NCCC

石炭燃焼排ガス

中国
Haifeng CCC
石炭燃焼排ガス

ｶﾅﾀﾞ
Shand CCTF
石炭燃焼排ガス

International Test Center Network (ITCN)
CO2分離回収技術の研究開発を推進する世界各地の施設の

グローバル連合（2012年設立）

年次総会＠仏リヨン（2022.10）

標準ガスを用いた標準評価法の
設計・構築，

 標準評価法のデータを活用した
 簡易シミュレーション技術開発

加速劣化試験法の開発
プロセスシミュレーション, 妥当性検討

実ガスを用いた標準評価法の策定
（実ガス試験センターの設置・運営）

データベース構築、標準評価法の普及

Stage3
実証試験
～数百

t-CO2/day
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GI基金：CO2分離素材の標準評価共通基盤
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Stage 1 
標準ガスによるスクリーニング
ラボレベル～10 kg-CO2/day

Stage 2 
実ガス評価試験と耐久性評価

～100 kg-CO2/day

プロジェクト推進協議会 ：下記実施者および有志の企業・大学等

GI基金 CO2分離回収等技術開発 ①、②実施者
①天然ガス火力発電排ガスからの大規模 CO2分離回収技術開発・実証
②工場排ガス等からの中小規模 CO2分離回収技術開発・実証

連携・協力

研究事業イメージ

幹事：産業技術総合研究所
再委託：早稲田大学、京都大学、広島大学

ガスクーラー

パッケージ
ボイラー

昇圧機

燃焼排ガス（CO2濃度：8％）

ガス組成制御ユニット

吸収法 吸着法 膜分離

1系統最大
60 Nm3/h

ユーティリティ
（電気、水、等）

ユーティリティ（蒸気）
空気、不純物、等

排ガス
清浄装置

項目 仕様

燃料

燃料消費量

相当蒸気量

最大排ガス量

使用電源

取扱者資格

都市ガス13A

20.3 Nm3/h

350 kg/h

1 t/d（CO2量で）

AC200V3相

不要

導入予定のパッケージボイラ―

試験ガス
（CO2濃度：4％）

吸収塔
再生塔

装置例（吸収法）

リボイラー

塔高：4m
塔径：0.1mf

ﾀﾝｸ

RITE本部 J＆S棟

DAC実験棟

評価棟
（分離装置）

屋外ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ置き場
（パッケージボイラ―など）

✓RITE本部地区（京都府木津川市）に実ガス試験センターを設置（評価棟を新設）

✓設備仕様は、プロジェクト推進協議会と協議して決める

実ガス試験センターイメージ図（案）

✓2022年は、GHGT-16に合せて開催

✓米国,欧州,豪州および日本のメンバーが参加

✓RITEから本事業についてプレゼンを実施

✓RITEは継続参加中

（2023年は9/27参加予定）

ITCN 目的：

✓CO2分離回収技術の商業化を加速さ

せる知識・情報の共有

✓特に、CO2回収技術を組込んだ発電

やプロセスのコスト削減を可能にする次

世代技術の情報共有

中立かつ公平な評価を実現する

✓吸収法、吸着法、膜分離法を対象

✓各手法に対し、標準評価材および標準測定条件を規定

評価装置の正しさを確認、実ガスと標準ガスとで揃え比較可能とする

✓ 評価、特性データ取得時において、押さえておくべき試験条件を明確化

✓ 評価バウンダリも明確化

⚫ プロジェクト推進協議会で議論する。

⚫ JIS等を参考に進める。

⚫ 国際的な情報や取組（ISOなど）も踏まえたものとする。

※ ISO/TC265：CCSにおける設計、建設、運用、環境計画とマネジメント、

リスクマネジメント、定量化、モニタリングと検証、及び関連活動の標準化活動。

RITEが国内審議団体を務めています。
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